
創薬⼒向上のための官⺠協議会（2025年６⽉26日開催）

令和６年５⽉ 「創薬⼒の向上により国⺠に最新の医薬品を迅速に届けるための構想会議」中間とりまとめで、官⺠協議会の設置を

提案。

７月 創薬エコシステムサミットで公表した工程表で、令和７年度以降、官⺠協議会を継続的に開催する⽅針を発表。

令和７年２⽉ 健康医療戦略（令和７年２⽉18日閣議決定）で、「外資系の製薬企業・VCもメンバーとする官⺠協議会を設置」

することとし、創薬エコシステム育成施策の方針・課題・改善策等について、外資系の製薬企業・VC等も含む創薬

に関わる者の意⾒を踏まえて議論することとした。

６月 第１回「創薬⼒向上のための官⺠協議会」を開催。協議会の下にWGを設けることを発表。

開催経緯

総理挨拶（抄）

ドラッグ・ラグ、ドラッグ・ロスの解消や我が国の医薬品産業の国際競争⼒の強化に向

け、この官⺠協議会は⾮常に重要なものとなります。『官と⺠が垣根を越えて知恵を出し

合い、真摯に議論を重ねていく』。これを実現させるための具体的な仕組みとして、協議

会の下にワーキンググループを設けることを、ここに発表させていただき、９月上旬にも

第１回を開催することといたします。⾏政と関係者が現場の実態や課題を踏まえた上で、

創薬を取り巻く制度の改善案を整理する。これを⾏政が個別の政策・制度に反映させてい

く。このようなプロセス自体が、『開かれた制度形成を可能にする、創薬における官⺠連

携の新しい形』となります。また、関係省庁が官⺠協議会に⼀体となって対応することは、

創薬の司令塔機能の強化という観点でも重要なものとなります。

○官側︓総理⼤⾂、官房⻑官、官房副⻑官、厚労大臣、内閣府副大臣、文科政務官、経産政務官、

AMED理事⻑、SCARDAセンター⻑、PMDA理事⻑

○⺠側︓業界団体、製薬企業、スタートアップ、ベンチャーキャピタル、CRO、CDMO、アカデミア、有識者、患者団体

参加者
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以降も同様の

プロセスを継続

•創薬エコシステム育成施策の⽅針・課題・改善策等についての具体的な内容を議論するため、本協議会の下で、

今後ワーキンググループを開催する。

•議題の柱は「創薬⼒の向上により国⺠に最新の医薬品を迅速に届けるための構想会議」の「中間とりまとめ」に

沿って、次の３点とする。【①我が国の創薬⼒の強化／②国⺠に最新の医薬品を迅速に届ける／③投資とイノ

ベーションの循環が持続する社会システムの構築】

進め方・議題概要

●業界団体︓⽇本製薬⼯業協会、米国研究製薬工業協会（PhRMA）、欧州製薬団体連合会（EFPIA）

●有識者︓伊藤由希⼦（慶應義塾⼤学⼤学院商学研究科教授）、菅原琢磨（法政⼤学経済学部教授・座⻑代理）、

成川衛（北⾥⼤学薬学部教授・座⻑）、牧兼充（早稲⽥⼤学ビジネススクール准教授）

●関係省庁︓内閣府健康・医療戦略推進事務局参事官、厚⽣労働省医政局医薬産業振興・医療情報企画課⻑、

経済産業省商務・サービスグループ⽣物化学産業課⻑、⽂部科学省研究振興局ライフサイエンス課⻑

オブザーバー︓財務省主計局主計官、厚⽣労働省保険局総務課⻑
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